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This project is planning by activity I’m taking part in the group “Kanransha” in Otama village. 
 
 
 
０１ はじめに 
 
「これからの地域圏を想像してみる -大玉村における
活動と建築計画案-」は、福島県大玉村において、自身が
参加している歓藍社の活動を通したうえで考えられる設
計計画に取り組むものだ。 
歓藍社は、藍染を中核にした活動によって地域の組み
立て直しを試み、ちいさな圏域を生み出している。藍の
栽培から始まるその活動は、地域内外の人々の共同とそ
こにあるモノゴトの活用や転用（たとえば、休耕地を藍
畑として利用、活動の拠点として空き家の利用、藍染製
品の分担生産など）によって成り立っている。また、そ
の活動は地域内でのヒトやモノの交錯が地域を運動させ
て、少しずつ圏域を形づくりはじめる動力になっている。 
このような活動それ自体と、そこに身を置いてみるこ
とによって体験・観察した「そこにあるモノゴトの運動」
から生まれる設計計画、そのふたつの行動・姿勢を連ね、
その併存の先を描くこと、これからの地域圏を「想像」
してみることを目的とする。 
０２ 大玉村での活動 
 
（１）歓藍社と大玉村について 
歓藍社のメンバーの１人が 2011 年の原発事故直後か
ら、当該地域における放射能汚染の調査で福島県大玉村
を頻繁に訪れ、また、そこで農業を営む野内彦太郎さん
と出会い、この地域から震災以後の福島の暮らしを再考
しようと、定期的な研究会を定期的に開催したことが歓
藍社の活動のきっかけになる。 
大玉村に藍染という産業がもとからあったわけではな
いが、担い手の高齢化や原発事故を背景のひとつとして
地域内で増加しつつあった耕作放棄地の活用として、
2016 年より藍の栽培と藍染めを実験的に開始したこと
が、今の藍を中核にした活動の土台となっている。そこ
に地域外から、ものづくりを試みたいという動機を持っ
た様々な作家が集まり、村の住民と畑仕事や藍染めとい
った共同作業に取り組んできている。歓藍社はそういっ
た連関のなかで小さな技術による里山の生活風景の提案
と実践を行う地域関係体である。 
図１ 小姓内地区の俯瞰図 
  
 
（２）地域での活動の範囲 
 
歓藍社は、山裾に拡がる小さな集落、小姓内地区で活
動を展開している。（図１）地域内に点在する休耕地だ
った３つの畑（ヒコの畑 2016－、ロコの畑 2017－ナカ
の畑 2018－）を藍の畑として再生し、また、空き家とな
っていたロコハウスを改修し「染め場とカフェ」（2018
－）として活動の拠点としている。 
これらの畑や拠点が土台となり、活動は藍の栽培から
始まるが、そこから様々なものづくりのきっかけが生ま
れ、地域内にいくつかの連帯が生じている。 
 
（３）ちいさな経済圏 
活動を通じて、地域に生まれた圏域としてちいさな経
済圏がある。例えば、2018 年の藍の暖簾の制作では、地
域住民が注文を受け、それを歓藍社と地域の人々で分担
生産をした。制作された藍の暖簾は市の産直所に納品さ
れ、受け取った製作費は作業に応じて分配された。 
また地域内に限らず、都内の店舗でも製品が販売されて
おり、歓藍社が都市と農村をつなぐきっかけになってい
る。 
 
 
 
 
 
 
（４）「藍」から生まれる新しい運動 
他にも、新しい染めの方法「ゴロゴロ染め」とその道
具の制作にも活動の幅を広げている。ゴロゴロ染はたた
き染めを応用した染め方法で、複数人での共同での染め
が可能なものである。 
また、染め場の整備の際にはシンクも制作され、単に
藍づくりだけではなく、活動はその周辺環境の整備にま
で広がっている。そういったなかで、藍の収穫を祝う祭
りも 2017 年から開催されるようになった。 
 
 
図２ 藍の暖簾の共同制作 photo:comuramai 
図 3 ちいさな藍祭り photo:comuramai 図 5 ゴロゴロ染めの道具 photo:comuramai 
図 6 種まき photo:comuramai 
図 4 染め場のシンク photo:comuramai 
０３ これからの計画 
 
（１）活動と計画の連関 
藍染めを中核にした活動（道具作り、藍染製品の分担生
産、藍の収穫を祝うお祭りなど）によって大玉村にいく
つかの連帯とそれによる圏域が生まれているが、地域を
運動させ、そこでの暮らしの在り方を組み直していく活
動がこれからもここで動いていくために、拠点の整備が
必要になる。 
そういった場づくりの具体案として、現在、実際に進行
しているロコハウスの染め場とカフェへの改修に加えて、
①工房と②宿泊施設を増築する。また、その建設に併せ
て③貯水システム計画する。 
工房は藍の染料の生産や大きな染物を制作するための
場として増設する。それによって藍製品の生産する機会
が増えると同時に、地域内での分担生産などちいさなつ
ながりを生み出すきっかけも生まれる。 
また、藍製品の生産は、歓藍社のメンバーの１人のデ
ザイナーと共同して取り組んでいるが、宿泊施設は、そ
ういった、歓藍社のメンバーの滞在制作や村外からの訪
問者の宿泊を可能にし、都市と農村をつなぐ拠点になる。 
そのふたつの役割をもった建物とともに、藍染めや農
作業に必要な水資源を補うための貯水システムを併設す
る。これらは、大きな産業を生み出すことはないが、藍
をはじまりとしたサイクルをつくることで、この地域の
生活にリズムや圏域を与えるためのちいさな装置になる。 
 
 
 
（中）図８ 計画平面図 
図 7 ロコハウス外観 photo;comuramai 
（下）図９ 貯水システム断面図 
  
（２）活動から生まれる設計の方法 
染め場のシンクやゴロゴロ染めの道具は土型枠で制作
された。その工法を応用し、地域資源を活用した設計を
する。 
たとえば、計画している工房では、足もとは土型枠の
コンクリート、それに打ち継がれる柱の型枠には農業用
ビニールを使用し、その上に組まれる木架構はこの地域
の裏山の杉材を使用する。また屋根と壁は土型枠に使用
した土にセメントを混ぜたもので施工し、建設にひとつ
のサイクルを生み出す。 
 
（３）地域を巻き込んだ建設 
こういった建設は、活動を通して関係をもつようになっ
た地域の人々と共同で取り組む。 
 たとえば、穴掘りや土型枠の造形は、シンクやゴロゴロ
染染めの道具の制作でその扱いになれた筆者が中心に、
木材の運搬は、この地域で治水事業などに取り組んだ、
農家の野内彦太郎さんを中心に、屋根と壁の土セメント
左官工事は地域住民と共同で施工する。というように、
ひとつの建設プロセスに地域の資源、モノだけでなく人
も巻き込むことで、ここに生まれている圏域を利用した
建設行為と建築物が生まれる。 
 また、こういったモノができあがるまでのプロセスに
「地域」を組み込むことでこの施設が歓藍社の活動の拠点
だけではなく、地域の拠点となるきっかけになる。 
 
 
 
 
０４ まとめ 
 この活動から考えられた計画によって、労働・道具・建
築・芸能といった一連のサイクルが形成される。 
藍の栽培の共同作業から始まり、新しい藍染めの方法の
ための道具の制作、その工法を応用して作られ、活動を
通して生まれた連帯によって取り組まれる地域の拠点建
設。そして出来上がった建築がこれからの活動の舞台に
なっていく。この活動と計画は、このような「地域」と
一体となったこれからの暮らしの在り方を提案するもの
だ。 
 
（上）図１０ 工房断面図 （下）図１1 活動と計画のコンセプトドローイング 
